
▲外国語指導助手
　アレックス・
　ブレイクビルさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月27日に３年の契約期間を終えてアメリカに帰国する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アレックスさんから市民の皆さんへのメッセージです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は少し複雑な心境でこの記事を書いています。この３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間で日本の文化や食べ物も好きになり、日本のことがよ
　　　　　　　　　く理解できるようになりました。納豆だけはとうとう好きになれませんでしたが…。もう少しここ
　　　　　　　　　で生活すれば、もっとみなさんと親しくなって、いろいろなことが経験できるのに、という残念な
　　　　　　　　　気持ちもあります。でも一方では、国へ帰ったら、誰にも特別扱いされずに、普通のアメリカ人と
　　　　　　　　　して生活できる、というほっとした気持ちもあります。
　　　　　　　　　　わたしはアトランタの出身です。アトランタには旧西条市の人口の約75倍の人が住んでいます。
　　　　　　　　　大学の時にはニューヨークに住んでいました。だからこんなに小さい田舎の町へ初めて来た時は、
　　　　　　　　　正直言ってちょっと戸惑いました。でも西条の美しい自然と親切な人々に囲まれて、楽しく有意義
　　　　　　　　　な時間をすごすことができました。本当にありがとうございました。皆さんからも日本や、日本人、
　　　　　　　　　日本の文化、特に西条についてたくさんのことを学びました。ある意味では、私は西条に来たアメ
　　　　　　　　　リカの大使です。そしてアメリカへ帰ったら、西条の大使ということになります。
　　　　　　　　　　最後になりましたが、本当に３年間、いろいろお世話になりました。みなさんのおかげで貴重な
体験をすることができました。またどこかでお会いできるかもしれませんが、その時は声をかけてください。アメリカ
へも、ぜひ遊びに来てください。皆さん、くれぐれも、お身体を大切に、お元気で。またお会いしましょう。
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